
指導方法等の改善計画について 〔国語科〕             神石高原町立豊松 小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で予想してから実験をし，学習したことを振り返る。 

 

 
 

 

【課題１】 

物語文の学習では，叙述の中で重要だと思われることには線を引くという学習をし，叙述に沿って読み取っ

たり，登場人物の気持ちを想像したりする学習を積み重ねる。場面の移り変わりをまとめたり心に残ったこと

を感想文に書いたりするなど自分の考えを記述する学習を行い，条件に合わせて記述する力をつける。 

【課題２】 

説明文の学習においても，重要な言葉に線を引きながら叙述に沿って読み取ったり，読み取ったことを基に

話し合ったりする学習を行い，文の中の説明の工夫を見つけたり，段落同士の関係をとらえ説明の仕方につい

て考えたりする力をつける。 

 

 
 

 

【課題１】 

物語文を読んでどのような出来事があったのか読み取ったり，条件に合わせて

わかりやすく記述したりする力が不十分なため，場面の移り変わりに注意しなが

ら叙述を基にして登場人物の気持ちを捉え，その変化の理由を説明することに課

題がある。（通過率２０％） 

【課題２】 

複数の情報の中から必要な情報を見つけたり，それを使って目的に合わせて記

述したりする力が不十分なため，目的や必要に応じての情報を取り出しに課題が

ある。（通過率２０％） 

 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校 ７９．１％，県 ６８．０％） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  ３学年「ちいちゃんのか
げおくり」単元末テスト 

 
4学年「プラタナスの木」単元末テ

スト 全学年学期末テスト 
全学年 

標準学力調査 
４学年 

Ｈ２９「基礎・基本」 
全学年 

学年末テスト 

目標値  平均通過率 75％以上  平均通過率 75％以上 全国平均以上 平均通過率 75％以上 平均通過率 75％以上 

実施後数値  ７５％  ８９．６％    

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   ３学年「すがたをかえる大豆」４学年「ア
ップとルーズで伝える」単元末テスト 

全学年 
学期末テスト 

全学年 
標準学力調査 

４学年 
Ｈ２９「基礎・基本」 

全学年 
学年末テスト 

目標値   平均通過率 75％以上 平均通過率 75％以上 全国平均以上 平均通過率 75％以上 平均通過率 75％以上 

実施後数値   ７５％ ８６．２％    

 

○国語の結果において，タイプⅠは８３．３％，タイプⅡは６０．０％の通過率となっている。こ

の結果から，基礎的・基本的な内容については，定着が図られているが，書く能力・読む能力の領

域において叙述を基に想像したことを記述したり，多くの情報の中から必要な物を取り出したりす

る内容に課題が見られた。通過率が高かったのは，聞く能力の領域で８６．７％の通過率であった。 

○昨年度も同じような問題に課題が見られた。資料から必要な情報を取り出す問題である。昨年度

の通過率は 40％で，今年度は 20％である。このタイプの問題は，一昨年も課題が見られた問題で

ある。資料から必要な情報を取り出し，それを論理的に文章化する力がついておらず改善が不十分

であった。 

本年度の結果について   



指導方法等の改善計画について 〔算数科〕              神石高原町立豊松  小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】 

３年生「表とグラフ」，４年生「折れ線グラフ」では，１目盛の数が様々なグラフを示したり作ったりすることで，

数値を正確に読み取らせる。また，グラフの増え方や減り方など，具体的な数値を示しながら変化を読み取らせてい

く。また，複数のグラフを関連付けてみる力をつける学習も取り入れる。 

【課題２】 

図形の特徴の学習では，操作活動などを多く取り入れ，実感を伴って特徴を理解できるようにする。作図の方法の

みを理解させるのではなく，なぜその方法で作図ができるのかを考えさせることで，図形の特徴を確実に定着させる

ようにする。 

 

 
 

 

【課題１】 

 １目盛の数が違う２つのグラフからそれぞれの変化を読み取って比べる力が不十分

である。グラフから読み取ったことを根拠に，示された事柄が正しくない理由を言

葉や数を用いて説明することに課題がある。（通過率20％） 

【課題２】 

図形の特徴と作図の方法をつなげて考える力が不十分である。作図に用いられ

ている図形の約束や性質を理解して問題を解くことに課題がある。（通過率４0％） 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校 ８０．０％，県 ７４．３％） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   ４年生 
復習テスト 

全学年 
学年末テスト 

3年生「表とグラフ」 
単元末テスト 

４年生 
Ｈ２９「基礎・基本」 

全学年 
学年末テスト 

目標値   平均通過率 75％以上 平均通過率 75％以上 平均通過率 75％以上 平均通過率 75％以上 平均通過率 75％以上 

実施後数値   ７５％ ７９．３％    

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法   ４年生 復習テスト 
（自校作成） 

全学年 
学年末テスト 

全学年 
標準学力調査 

４年生 
Ｈ２９「基礎・基本」 

全学年 
学年末テスト 

目標値   平均通過率 75％以上 平均通過率 75％以上 全国平均以上 平均通過率 75％以上 平均通過率 75％以上 

実施後数値   ５０％ ７９．３％    

 

○算数の結果において，タイプⅠは８２．５％，タイプⅡは７２．０％の通過率となっている。こ

の結果から，基礎的・基本的な内容については定着が図られているといえる。しかし，複数のグラ

フを関連づけて読み取る問題において課題が見られる。また，図形の領域において性質の理解が不

十分であり，課題が見られる。 

○昨年度も同じ領域の問題に課題が見られた。折れ線グラフの関連づけの問題で，通過率が６０％

だったが２０％に下がった。図形の問題で，定義や性質について指導し，その特徴をとらえながら

説明する活動を行ったが通過率は４０％であった。昨年度課題の見られた問題を系統的に拾い出し

全学年で取り組み，各学年の単元末テストで見取ったが，本年度通過率は上がらなかった。 

本年度の結果について   



指導方法等の改善計画について 〔理科〕              神石高原町立豊松  小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】 

実験の後の考察や単元の終わりなどに，身に付けた知識を基に問題を考えたり，問題を解いたりする。授業の中で，

何を聞かれていて，何を求める問題なのかを児童に見つけさせる。自分の予想を検証するための方法を自ら考え，問題

解決方法の流れで学習を進めるとともに，立証する学習活動を行う。 

【課題２】 

４年生「もののあたたまりかた」の学習で，既習事項や体験を根拠に自分で予想して実験を行うようにする。実験後

は，実験結果から分かったことや気付いたことなどを振り返らせ，それを交流させていくようにする。単元の終わりに

は，学習のまとめを理科用語を用いて記述させたり発表し合ったりする学習を取り入れる。。 

 
 

 

【課題１】 

空気の性質を正しく理解できていなかったり問題の読み取りが不十分であった

り，実験方法を考える力が不十分であることなどから，空気でっぽうの前玉が跳

ぶ理由を検証する実験道具を選択することができていない。（通過率０％） 

 

【課題２】 

水や空気の温まり方を正しく理解できていないため，予想を立てる際に適用で

きる知識を根拠としてあげることが課題である。（通過率０％） 

 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

「基礎・基本」定着状況調査 本年度通過率  （本校 ６６．０％，県 ６１．７％） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法  4年生「空気と水の性質」
単元末テスト 

５年生 復習テスト 
（自校作成） 

 
全学年 

標準学力調査 
４年生 

Ｈ２９「基礎・基本」 
４年生 復習テスト 

（自校作成） 

目標値  平均通過率 75％以上 平均通過率 80％以上  全国平均以上 平均通過率 75％以上 平均通過率 75％以上 

実施後数値  １００％ ８０％     

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法     
４年生「もののあたたまりかた」単元

末テスト 
４年生 

Ｈ２９「基礎・基本」 
５年生 復習テスト 

（自校作成） 

目標値     平均通過率 75％以上 平均通過率 75％以上 平均通過率 80％以上 

実施後数値        

 

○全体的な傾向について 

理科の結果において，タイプⅠは８１．８％，タイプⅡは４６．７％の通過率となっている。こ

の結果から，「地球」の領域については，ほぼ定着が図られていると考えられるが，物質の領域にお

いてタイプⅡの通過率が低いという課題が見られる。特に，空気と水の性質や物のあたたまり方に

ついての理解が不十分であり，課題が見られる。 

○昨年度は，「太陽の動きやかげのできかた」において，太陽の動きや影のでき方の理由を方位や決

まりを使い，順序立てて書く力が不十分であった。そこで，視聴覚機器の活用をし，理科の用語を

使って説明させた上でノートに絵や図を加えて整理させることに取り組んだ。その結果，通過率が

３０％から７０％に上昇した。 

本年度の結果について   



                        

質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：児童質問紙調査） 

（１）生活・学習  

児童の回答についての 

課題（現状値） 
今後の具体的な取組の内容 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施数

値 

現状値から

の伸び 

 自分の良さは周りの人から認められ

ているといった自己実現・自己効力感の

項目で，課題があった。（当てはまらな

いと回答した児童の割合が６０％） 

 

 

 

 

 

 

 日常生活の様々な場面において

一人一人の良さを評価する場面を

作る。 

 また，学級活動において，自分の

個性について学級の友達にインタ

ビューを行い，友達から見た自分に

ついて客観的に捉えさせる。 

５ 肯 定 的

評価 

８０％ 

児童アンケート 12月 

 

 

 

2月 

６０％ なし 

 

（２）教科  

  児童の回答についての 

課題（現状値） 

授業改善の方向性や 

具体的な取組 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施数

値 

現状値から

の伸び 

国 

 

語 

 場面の様子や移り変わり，人物

の気持ちを表現している言葉や文

に注意しながら，物語などの文章

を読んでいるかという設問に対し

て課題があった。 

（当てはまらないと回答した児童

の割合が２０％） 

場面の様子や人物の気持ちを読み

取らせるため，線を引きながら読ま

せたり，場面分けをさせたりする。

肯定的評価を行ったり，お互いに出

来たことを評価し合わせたりする。 

５ 

肯定的評

価 

１００％ 

児童アンケー

ト 
12月 100％ 20％ 

算 

 

数 

とき方や考え方を絵や図などに

表して考えているかという設問に

対して課題があった。 

（当てはまらないと回答した児童

の割合が４０％） 

とき方や考え方を絵や図などに表

して考えてさせることを継続すると

ともに，肯定的評価を行ったり，お

互いに出来たことを評価し合わせた

りする。 

５ 

肯定的評

価 

８０％ 

児童アンケー

ト 
12月 100％ 40％ 

理 

 

科 

観察や実験を行うときは，その

目的は何かを意識しているかとい

う設問に対して課題があった。 

（やや当てはまらないと回答した

児童の割合が２０％） 

観察や実験の目的が何かを考えさ

せたり，観察や実験の仕方を考えさ

せたりする。児童の考えた方法で観

察や実験なども行い，分かったこと

をまとめさせる学習を継続する。 

５ 

肯定的評

価 

１００％ 

児童アンケー

ト 
12月 100％ 20％ 

算数の授業では，とき方や考え方を絵や図などに表して考えています。 

国語の授業では，場面の様子や移り変わり，人物の気持ちを表現している言葉や
分に注意しながら，物語などの文章を読んでいます。 

理科の授業では，観察や実験を行うときは，その目的は何かを意識しています。 


